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論点① 申告と審査
 申告の内容

 保有（owned）
 第1条の規定に存在しない概念

 占有（possessed）、管理（controlled）
 ⽇本が申告する場合に該当する概念はあるか

 “minimal reporting obligations” (Casey-Maslen)
 標準化された申告テンプレートの要否
参考︓NPTにおけるNPDIの作業⽂書（2018年4⽉）NPT/CONF.2020/PC.II/WP.26 

 申告の内容に疑義や懸念がある場合（他の条約との⽐較から）
 化学兵器禁⽌条約（第9条）

 「締約国間」の「協議」（1項）、「査察」の「要請」、「要請」に応じた「説明」（2項）
 執⾏理事会に対する援助の要請（3項）

 対⼈地雷禁⽌条約及びクラスター弾禁⽌条約（第8条）
 国連事務総⻑を通じた「説明の要請」（2項）
 「締約国会議」への「問題の付託」（3項）
 「締約国特別会議」の提案（地雷禁⽌条約同5項）



論点② 保障措置
 NPT第3条の保障措置

 「⾮核兵器国」に対する保障措置
 INFCIRC/153-type  agreement: 175カ国

https://www.iaea.org/topics/safeguards-agreements
 INFCIRC/66-type agreement: 136カ国+EURATOM 

https://www.iaea.org/topics/additional-protocol

 TPNW第3条及び第4条
 旧保有国は⾮保有国としてTPNWに加⼊

 IAEAとの保障措置協定の締結に際しNPT当事国たる地位は必要か
 現保有国がIAEAと結ぶ保障措置協定

 NPTは「核兵器国」との保障措置を想定しているか
 NPT第3条並びにTPNW第3条及び第4条の関係

 NPTとの補完性
 Remarks by the President during the presentation of draft Convention on the Prohibition 

of Nuclear Weapons on 22 May in Geneva
https://s3.amazonaws.com/unoda-web/wp-content/uploads/2017/05/Letter-from-the-
Chair_May-24-2017.pdf

 TPNWとNPTの関係



論点③ 廃棄措置
 核兵器計画（第4条2項）

 当該締約国の「核兵器計画」についての「検証を伴い」かつ不可逆的に除去を⾏う
ための「法的な拘束⼒を有し」かつ「期限を伴う」「計画」に従い「廃棄」する
 「法的な拘束⼒を有し」の意味（条約を意味するか。誰との間で締結するか）

 撤去（第4条4項）
 撤去（removal）の概念（移譲との接点）
 誰が⾏い、誰が検証するのか

 権限のある国際的な当局の指定（第4条6項）
 国連事務総⻑の招集による「締約国特別会議」
 既存の機関の例（ IAEA 、OPCW、CTBTO準備委員会）
 UNODAの役割（NPTの事務局、TPNW交渉会議の事務局）



ありがとうございました。

参考⽂献
Stuart Casey-Maslen, The Treaty on the Prohibition of Nuclear Weapons: A commentary, (Oxford 
University Press, 2019).

Moritz Kütt & Zia Mian, “Setting the Deadline for Nuclear Weapon Destruction under the Treaty on 
the Prohibition of Nuclear Weapons,” Journal for Peace and Nuclear Disarmament, Vol. 2, Issue 2 
(Routledge, 2019) pp. 410-430.

浅⽥正彦「「核兵器のない世界」と核不拡散の課題 追加議定書の普遍化をめぐって」『国際問題』
No. 595（⽇本国際問題研究所、2010年）14-33⾴。
川崎哲「核兵器禁⽌条約『第⼀回締約国会議』への課題」『軍縮研究』第9号（⽇本軍縮学会、2020
年）10-19⾴。
久枝正和「核兵器禁⽌条約と検証」『軍縮研究』第9号（⽇本軍縮学会、2020年） 20-31⾴。
⼭⽥寿則「解説・核兵器禁⽌条約（TPNW）第5回（最終回）第2条〜第4条について」『反核法律家』
第104号（反核法律家協会、2020年）54-58⾴。
⼭⽥寿則「核兵器禁⽌条約の検討」『⽂教⼤学国際学部紀要』第28巻2号（⽂教⼤学、2018年）103-
125⾴。


